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大学の中の異文化 

「社会を読む鍵としての大学：タイの大学でのフィールドワークを事例として」 
 

 

 

首都大学東京大学院 博士後期課程 

小川絵美子 

 

◆大学の中の異文化 

1. テーマ設定とワークショップ開催の経緯 

東アジア人類学会のメンバーが中心となり、日本文化人類学会課題研究懇談会「東アジア公共人類学

懇談会」が立ち上げられる。 

「近年、東アジア間の移動が急増しているが、それに伴い観光地、職場、地域コミュニティにおけるトラブル

がしきりにニュースで報道されるようになっている。だが、こうした葛藤や事件の多くが実は東アジア各国/

地域における社会・文化システムの相違に起因していることは意外と知られておらず、隣国間の偏見をますま

す強める結果を招いている。本懇談会は、こうした問題にこそ人類学が貢献する余地があるとする認識のもと、

人類学内外の対話を重視する公共人類学の立場に基づき、社会・文化の側面からトラブルの減少にとりくむこ

とを目的とする。」（河合洋尚代表 課題懇談会申請書より） 

公共人類学懇談会の中で、「移動」「観光」「婚姻」「会社」「学校」の人類学が下位テーマ 

⇒「学校の人類学」の一環として、「大学」をとりあげるワークショップを計画 

 

2. なぜ「大学」なのか:「大学」とは 

●国家にとって、 

最高教育・研究機関＝ 

①国家の中核を担う人材の育成機関  

②対外的に権威、国力を示す役割 国家の情勢を反映 ⇒当該国の社会の縮図としての潜在性？ 

●学生にとって（学校として）、 

  ①異なる背景を持つ者と初めて接触する場 

  ②高校までと比較し、主体性が必要になる場 

  ③身分を付与してくれる機関 

●人類学者、学徒にとって、 

①自己の生活領域＝自文化圏  

②調査地への入り口（留学先、現地受け入れ機関、語学研修の場 etc） 

⇒特定のコミュニティに入る前に、現地の習慣、言語、公共マナー等を学ぶ場 

●公共人類学の観点から、 

異文化摩擦、文化衝突が頻繁に発生する場 

  e.g 留学生、出身地方、校風 etc… 

⇒個別事例から人類全体の普遍性を追究する学問である人類学において、該当社会の文化的差異を顕在

サブ・テーマないしは第二の調査地として、「大学」をフィールドワークすることのすゝめ 
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化しつつも、国家の差異を超え共通性、類似性を多くもつ大学という社会集団は、研究されるべきフィ

ールドであるといえるのでは？ 

 

3. 「大学の人類学」：大学をめぐる先行研究 

●その社会におけるあり方や役割を扱う「大学論」 

eg. J.H.Newman 1873“The Idea of a University, 

Abraham Flexner 1930 “Universities: American, English, German”.  

●高等教育の大衆化を扱うもの 

  eg. Martin Trow 2000『高度情報社会の大学―マスからユニバーサルへ』、 

●若者論、青年論の一部として「大学生」を扱うもの 

（eg.小此木 1978;古市 1983;栗原 1981;新堀 1985;西平 1990） 

●人類学においては、興味深い対象として認識されてはいる 

加藤秀俊 1989「大学人類学への試論」季刊人類学 講談社・京都大学人類学研究会編集 

Peter Sacks 1999 “Generation X Goes to College: An Eye-Opening Account of Teaching in 

Postmodern America”.  

船曳 建夫 2005『大学のエスノグラフィティ』 

橋本鉱市 2010『大学生 キャンパスの生態史 (リーディングス 日本の高等教育 第 3 巻)』 

 ⇒関心は集まるものの、真っ向から研究対象とするには困難が伴う 

 ⇒サブ・テーマとして（秘かに）注目し、多分野、他地域の研究者との議論するには格好の題材 

 ⇒公共人類学のテーマとしての潜在性は充分 

 

☆サブ・テーマないしは第二の調査地として、「大学」をフィールドワークすることを提案 

PR: 話題提供者募集中！ 

 

◆「大学」を人類学的に読み解くひとつの試み ～「大学」をイニシエーションの場と捉える～ 

1. イニシエーション論 

●儀礼研究におけるイニシエーション論 

ファン・ヘネップが『通過儀礼』（1909）の中で提唱 

通過儀礼…「分離」「過渡」「統合」という三つの局面が共通する、時間的、空間的移動に伴う儀礼 

イニシエーション儀礼…通過儀礼のうち、「過渡」が強調される、加入礼、成人式などの儀礼。特に後

者については、身体的成長を示すのではなく、社会的地位の確立のために行

われることが特徴である 

→集団への成員権の獲得のための加入礼と、成人としての地位の確立に際して行われる成人式の、差異

と連続性をめぐる議論が展開される（eg.Eliade 1958; Allen 1965） 

→ヘネップ以降、雑多に広がったイニシエーション儀礼にまつわる研究の整理（eg. La Fontain 1985） 

●内面的変化としての「イニシエーション」 

河合隼雄が『大人になることのむずかしさ』（1996）において、発達心理学に応用 

 ・現代社会には明示的なイニシエーションが欠如し、成人と子どもの境界の曖昧化、モラトリアム期
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の遷延が拡大しているという議論 

イニシエーション…内面的成熟や変化を促す個人的経験  ※必ずしも儀礼の形を伴わない 

⇒本発表における定義： 

イニシエーション儀礼…通過儀礼の下位概念。集団への成員権獲得のために、もしくは成人としての身

分の確立のために、集団で行う儀礼を指すものとする。さらにその差異と連続

性の上にある儀礼の全てを含む 

個人型イニシエーション…個人の内面的成熟を喚起する経験、体験。いわゆる儀礼の形を伴わないもの

も含む 

 

2. メタ・イニシエーションとしての学生期間 

●ある一定の年齢に達した者親から隔離され、集団で訓練を受け、知識を与えられるという点から、今

日の「学校」というものを、かつてイニシエーション儀礼が果たしていたのと同じような役割を果た

すものであると捉える 

●「大学」は、在学生の多くは年齢的にも成人への過渡にあり、その卒業後は成人としての責務を負う

ことが期待されているという点が特徴的 

 →「大学」は、若者に個人型イニシエーションの機会を与える空間であると捉える 

→イニシエーション論の人類学への引き戻し、イニシエーション論の再考 

●タイの大学におけるイニシエーション儀礼という事例に注目 

 →現在のような形態のイニシエーション儀礼の発生と存続の要因 

⇒・大学における「入学式」、いわゆる「新歓」に含まれるある種の儀礼、フラタニティ・ソロリティな

どの加入礼を、「イニシエーション儀礼」とする 

 ・大学内における学問、サークル活動、部活動、友人関係、学外におけるアルバイト、ボランティア

活動、旅行などを「個人型イニシエーション」であると捉える。 

 

3. タイにおける大学 

【特徴】・王族や貴族のための宮廷教育に起源を持つ 

   ・60 年代以降、教育改革が進められ、高等教育機会が急速に拡大 

【略史】 

1916 年 ラーマ 6 世によりチュラロンコン大学が創設される。 

→1902 年にラーマ 5 世によって設置された国立官吏教習所を前身 

1932 年 立憲革命後、多くの専門大学が設立される。 

 →政府関係機関の職員を育成することを目的: eg.タマサート大学（1932）、マヒドン大学（1942）、カセサート大学（1943） 

1960 年 ユネスコ「カラチ・プラン」を契機に、教育制度の改革が成される 

  →高等教育機会の拡大を目指す。国家教育計画（National Scheme of Education）の実施（1961） 

  ・地方総合大学の創設 :チェンマイ大学（1964）、コンケン大学（1965）、ソンクラー大学（1968）ラムカムヘーン（1971） 

  ・オープンユニバーシティ、放送大学の創設 :スコータイ・タマティラート大学（1978） 

 ・私立大学法の公布（1967） 

※1970 年代、学生や知識人を中心に、民主化運動が展開される 
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→1972 年タイ全国学生センター（National Student Center for Thailand: NSCT）の設立 

→1976 年 10 月革命 

【現状】・2006 年現在、国立大学 64 校。私立大学 56 校がある[Ministry of Education 2006] 

・進学率は、2002 年現在、18～24 歳の総人口の 26.04%[ Sinlarat 2004:(2006)216] 

・独立法人化が進み、大学数は年々増加中 

  ⇒官僚育成機関から、国民教育の機関へと変化 

 

4. 留学中タイの大学内で出くわしたカルチャーショック 

●学生街の形成と学生の生活 

●学生の意識 

●学生と教員の関係 

●年中行事の多さ  etc… 

⇒中でも学内行事の儀礼性に関心 

⇒入学時に行われる儀礼である「ラップ・ノーン」に注目 

※ラップ・ノーン（rap noong）… 

 ノーン（noong：「後輩」、「弟」「妹」）を、ラップ（rap：「受け取る」、「受け入れる」）するという意

味の言葉。タイ全土の大学において、新学期に見られる活動のことを指す。その内容は、上級生が

新入生に試練を課し、それを乗り越えることで、新入生が学科の成員として認められるというもの

であり、大学、学部、学科によってその形態は様々。活動の行われる単位は様々であるが、学科単

位で行われるものが重視されている。 

 

5. 伝統的成人儀礼と大学生 

出家…20 才以上の男子に許される比丘としての一時出家は在家仏教徒にとって、タンブンであると

同時に成人式の役割を持つ行為としても認識される。 

  →学生には、一般に奨励されている雨期の 3か月間の出家より短縮し、数日間の出家をする

か、「卒業後、結婚するまでに」「親が生きている間に」出家をしようと考えていると話す

者もおり、在学期間中の出家はそう一般的ではない 

兵役…タイ人男性は 18 才になると予備兵名簿に登録され、21 才に達した時点で徴兵検査を受ける

ことになっている 

  →学生は、重要な役職についている者と同様、26 才まで徴兵検査の延期が可能である 

⇒大学生は、伝統的タイ社会において成人儀礼の役割を果たしていた事柄から、猶予があたえられ

た存在 

 

6．ラップ・ノーンをめぐって 

【起源】・戦時中の新兵訓練に起源？ 

    ・学生運動の際に発生？ 

・欧米諸国の大学に留学した教員たちによって持ち込まれた？ 

                                                 e.g Charnvit Kasetsiri の説 
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【事件】・近年、ある私立大学でのラップ・ノーンの様子を撮影した写真がメディアで取り沙汰されるな

ど、ラップ・ノーンをめぐる事件や事故の報道が目立つ。 

eg. 2005 年の 19 歳の新入生の自殺、写真の流出 

    →保護者、教員からラップ・ノーンの禁止、制限が強化される傾向がある 

【議論】「新しい環境や学友と馴染むために有効」 

     eg.Aathit Saothongyai 教授の見解 

      「自主性を欠いた、上級生からの圧制による悪習」 

eg. Giles Ji Ungpakorn による批判「SOTUS = Stupid Outdated Tyranny Uncivilized Stop it!!!」  

⇒「一定の管理の元に続けられていくべき伝統」 

eg. 教育省の通達によるラップ・ノーン実施上の鉄則 

 ラップ・ノーンの実施そのものを禁止するのではなく、管理下で続けられるべきだとする見解 

 

7．事例 

 対象：某大学 X学部 Y学科 

   在籍者数）一年生 32 人 二年生 28 人 三年生 23 人 四年生 16 人 

期間：約二週間  

（実活動日数 10 日間＋終了後レクリエーション 1 日） 

【手順】（１）準備期間。高校を卒業したばかりの入学予定者が、新 2 年生によって呼び集められる。 

（２）活動。新学期開始から約 2 週間の期間に渡り、放課後新入生は 3，4 年生に呼び出され、

毎日数時間に渡ってワーク、ブーム、歌の練習などが行われる。 

  ※ワーク…3，4 年生が新入生に言葉の暴力を浴びせ、罵倒する行為。 

ブーム…学科の掛け声。体育祭のエールや飲み会のコールと呼ばれているものに近い。 

（３）受け入れ。新入生たちが良く試練に耐え、Y 学科の学生たる SOTUS を示したことが認

められ、3，4 年生たちは、新入生を後輩とすることを宣言する。新入生を囲み、蝋燭を灯し、

歌を歌う。ひとりひとりの手首にサーイシンが結ばれる 

 ※サーイシン…年長者から結ばれることでお守りとなる紐 

（４）レクリエーション。ラップ・ノーン最終日の翌日、後輩と先輩として学科の学生全員が

集まり、草すべりなどのゲームをして打ち解ける。新入生には学科の通称が与えられる。 

【特徴】・学科ごとを単位として行われる 

・学生たちの自治によって行われ、秘儀性を持つ 

・新入生に大学生としての行動規範、SOTUS（“Seniority”、“Order”、“Tradition”、“Unity”、

“Spirit”）を身につけさせることを目的にうたっている。 

   ・手順、役割などが定められ、形式立った行為として行われる 

・学科の全ての新入生が対象→非選択性 

・時間的、肉体的負担が大きい 

    ・儀礼の際中に泣き出す新入生、体調を悪くする学生もあるが、儀礼を非常に重視 

    ・学年毎に役割分担 

→来年以降、上級生の役回りを演じることに抵抗を覚える 2 年生、またそう思った経験がある 3，
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4 年生の発言 

・儀礼前後の変化 →演劇性 

 

8．考察 

①学生の儀礼に対する潜在的ニーズ 

 ・「ラップノーンがなければ困る」「ラップノーンを完了しなければ、大学生活は困難になる」 

 ・最終日のサーイシンや蝋燭を使った儀礼 

   ・仏教儀礼をはじめとした日常的な儀礼の実践の模倣 

   ・比丘としての出家、兵役など、伝統的社会における成人儀礼からの猶予という背景 

②実社会における序列関係の模倣 

 ・ピーノーン（phii noong）関係の重視 

 ・学年ごとの役割分担 

 ・服装規範 

   ・同じ「学生」であっても、「学年」という細分化が行われ、年功序列関係が強調される 

・実社会へ出るための訓練、練習期間として学生期間。タイの伝統的階層社会の模倣 

③タイの大学の収束性 

 ・ほぼ全員が参加 

 ・学生全員がラップ・ノーンを非常に重視 

 ・新入生は全員が学内の寮で生活 

 ・学外での活動の機会が限られている背景 

④メタ・イニシエーションとしての役割 

→ラップ・ノーンは学科の成員権獲得と成員性強化のための加入礼であると同時に、大学生の内

面的成熟のための成人儀礼の一部であると捉えられる。 

⇒明確な成人儀礼が指摘されにくいとされている現代社会においてもイニシエーション儀礼の役

割を果たすものが浮かびあがる。 

⇒加入礼と成人儀礼の差異と連続性の議論を深める可能性 

ラップ・ノーンは、複数の要因から成る蓋然の結果、「大学」という空間が本来持つ学部、学科という構

造を残したまま、それが儀礼の場へと転化した事例。 

 

9．地域研究と通文化研究の鍵としての大学 

●「大学」をフィールドとし、学生たちの行う儀礼的行為から、タイ社会の一側面を読み解く 

●他の国家にも一定の共通性を持って存在する「大学」をフィールドとすることで、通文化研究の可能

性を開く 

●個から全を読み解く、特殊と普遍に注目する人類学的研究の一助となるのでは 

●公共人類学への可能性 

 

「大学」をフィールドワークすることのすゝめ 
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